
 

 

四国学院大学成績評定平均値ＧＰＡに関する規程 

 

（趣旨） 

第１条  この規程は、四国学院大学（以下「本学」という。）における成

績評定平均値（グレードポイントアベレージ。以下「ＧＰＡ」とい

う。）の取扱いについて、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条  この規程において「ＧＰＡ」とは、各授業科目の５段階の成績評

価に対応して４～０の評点（グレードポイント。以下「ＧＰ」とい

う。）を付与して算出する１単位当たりの評定平均値をいう。  

２  この規程において「学部等」とは、各学部カリキュラム、ＳＵＳカリ

キュラムをいう。 

３  この規程において「メジャー等」とは、各メジャー、各キャリア拡充

コースをいう。 

（対象授業科目） 

第３条  ＧＰＡの算出の対象授業科目は、本学において５段階評価を受け

た授業科目とする。ただし、次の各号の授業科目はＧＰＡの計算から除

外する。 

①  本学以外で修得した授業科目又は入学前に修得した授業科目 

②  教学担当副学長が指定する、原則として実習、フィールドプラクティ

カム等の授業科目。但し、資格取得等に関係する科目で教学担当副学

長が計算対象に含めてよい、と判断したものは計算対象とする。 

③  ＰＦ指定科目 

（配点） 

第４条 評価された成績の段階ごとに、次に掲げるＧＰを配点する。 

(1) 優  Ａ（９０～１００）ＧＰ =４  

(2) 優  Ｂ（８０～  ８９）ＧＰ =３  

(3) 良  Ｃ（７０～  ７９）ＧＰ =２  

(4) 可  Ｄ（６０～  ６９）ＧＰ =１  

(5) 不可  Ｆ（  ０～  ５９）ＧＰ =０  

２  なお、特別な事由がある場合には、教学担当副学長の許可のもと、

「未評価 GP=I (Incomplete)」の措置を科目担当教員は、講ずることが

出来る。但し、その場合は、教学担当副学長が許可した成績評価期限内

に、成績評価を行わなければならない。 



 

 

３  また、ＧＰ = I は、ＧＰ計算においては、計算対象外とする。しか

し、前項の成績評価期限内に成績評価が出されない場合には、自動的に

「不可Ｆ」の成績評価とする。なお、評点のつかない科目の成績につい

て合格の場合は表示をＰとし、ＧＰの換算をしない。 

（ＧＰＡの種類及び計算方法） 

第５条 ＧＰＡは、次の各号に区分し、当該各号に定める方法により計

算する。この場合において、計算値は、小数点以下第２位を四捨五入し

て表記する。 

(1) 学生ごとＧＰＡ 

イ  学期ごとＧＰＡ 

一学期の、一授業科目の成績評価で得たＧＰに、当該一授業科

目の単位数を乗じる計算を、当該一学期に成績評価を受けた授

業科目分行い、その合計を、当該一学期に成績評価を受けた授

業科目の単位数の合計で除して算出する。  

ロ  通算ＧＰＡ 

入学時からの現在の学期までの、一授業科目の成績評価で得た

ＧＰに、当該一授業科目の単位数を乗じる計算を、入学時から

の現在の学期までに成績評価を受けた授業科目分行い、その合

計を、入学時からの現在の学期までに成績評価を受けた授業科

目の単位数の合計で除して算出する。 

(2) 授業科目ごとＧＰＡ 

一授業科目の履修学生のＧＰの合計を、当該一授業科目の履修学

生数で除して算出する。 

(3) 学部等ごと GPA 

一学期における授業科目ごとＧＰＡの学部等の合計を、学部等で

当該一学期に開講されたＧＰＡ対象授業科目数の合計で除して算

出する。 

(4) メジャー等ごとＧＰＡ 

一学期における授業科目ごとＧＰＡのメジャー等の合計を、メジ

ャー等で当該一学期に開講されたＧＰＡ対象授業科目数で除して

算出する。 

(5) 教員ごとＧＰＡ 



 

 

各学期において、各教員が担当する全ての授業科目の履修学生のＧ

Ｐの合計を、当該教員が担当する当該学期の全ての授業科目の履修

学生総数で除して算出する。 

（ＧＰＡ計算期日） 

第６条  ＧＰＡの計算は、学期ごとに指定された期日（春学期にあっては

7 月 15 日、サマー・セッションにあっては 8 月 20 日、秋学期にあって

は 12 月 1 日、冬学期にあっては 3 月 15 日とする。以下「ＧＰＡ計算期

日」という。）までに確定した成績に基づいて行う。 

２  教員は、ＧＰＡ計算期日までに成績を確定するものとする。  

（成績が確定していない科目の取扱い） 

第７条  成績の保留又は追試験等によってＧＰＡ計算期日までに成績が確

定していない科目については、計算上は履修していないものとして扱

う。 

（履修放棄科目の取扱い） 

第８条  履修登録修正期限までに履修登録を取り消した場合及び教学担当

副学長による履修登録の変更の措置が行われた場合を除き、履修を放棄

した科目の成績は、不可として扱う。 

（不正行為により無効とされた成績の取扱い等） 

第９条  不正行為により無効とされた成績は、不可として扱う。  

２  当該学期のＧＰＡ計算期日以降に当該学期の成績が不正行為により無

効とされた場合は、当該学期のＧＰＡ計算期日までに当該成績が無効と

なったものとみなし、学期ごとＧＰＡを再計算するものとする。 

（再履修等におけるＧＰＡの取扱い） 

第 10 条  履修した授業科目について不可と評価され（第 8 条および第 9

条により不可として扱われた場合を含む。）、後に再履修等によって合

格となった場合には、合格の評価が与えられた学期において学期ごとＧ

ＰＡを計算し、通算ＧＰＡの計算に当たっては、不可と評価された学期

における当該授業科目に係る数値は、通算ＧＰＡの計算式から除外す

る。 

（ＧＰＡの通知） 

第 11 条  ＧＰＡの学生および教員への通知は、学内システムを通じて行

う。 

（学修指導及び退学勧告） 



 

 

第 12 条  クラスター・アドバイザー（ＣＡ）および  アカデミック・アド

バイザー（ソフォモア・アドバイザー Sophomore Adviser（ＳＡ）お

よびジュニア・シニア・アドバイザー Junior/Senior Adviser（ＪＳ

Ａ））は、ＧＰＡに基づき、学生の学修計画サポートおよび学修指導を

行うものとする。 

２  また、ＧＰＡが著しく低くなった学生には、次の各号に定める基準と

手続きにより学修指導あるいは退学勧告を行う。 

(1) 各学期終了時において学期ごとＧＰＡが 2.0 未満の学生には、ア

ドバイザーが面談の上、適切な学修指導を行う。 

(2) ４学期連続して学期ごとＧＰＡが 1.0 未満の学生には、成業の可

能性があると判断される場合を除き、教学担当副学長が副学長会

の議を経て退学勧告を行う。 

（ＧＰＡデータの提供） 

第 13 条  教学担当副学長は、学生指導のためにＧＰＡの個人データ、お

よび、本学の組織が教育活動の改善のために行う調査研究に必要なＧＰ

Ａのデータを、それぞれの関係者に提供することができる。 

（制定改廃） 

第 14 条  本規程の制定改廃は、部長会の議を経て学長が行う。  

 

附  則  

１  この規程は、2010 年 2 月 8 日に制定し、 2010 年４月 1 日から施行す

る。 

２  2010 年３月 31 日以前に入学、および編入学した者には、本規程は適

用しない。 

2010 年３月 31 日以前の入学生に適用されるカリキュラムに編入、

転入、再入学した者は本規程を適用しない。 

３  大学院生にも本規程は適用しない。 

４  この規程は、2011 年 3 月 17 日に改正し、 2011 年 4 月 1 日から施行

する。 

５  この規程は、2012 年 2 月 1 日に改正し、 2012 年 4 月 1 日から施行す

る。 

６  この規程は、2014 年 2 月 26 日に改正し、 2014 年 4 月 1 日から施行

する。 



 

 

７  この規程は、2017 年 3 月 14 日に改正し、 2017 年 4 月 1 日から施行

する。 

８  この規程は、2018 年 9 月 19 日に改正し、 2018 年 9 月 19 日から施行

する。 

９  この規程は、2021 年 3 月 30 日に改正し、 2021 年 4 月 1 日から施行

する。 

 


